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○第２６回日間賀島さわやかジョギング大会
３月３０日、南知多町日間賀島で開催された第２６回日間賀島さわやか

ジョギング大会に、中部地方整備局、清水港湾事務所、当事務所の職場の

仲間１２名で参加しました。

大会は、沢田壽一南知多町長の挨拶で始まり、県内外

から訪れた１５００人を越える参加者が、１０ｋｍ、５

ｋｍ、２ｋｍ、ウォーキングの各部門に別れ、海を眺め

ながらそれぞれのペースでゴールを目指しました。私たちは、日頃の練習不足と

コース終盤の上り坂に苦しみながらも全員無事完走することができました。

折角の機会ですので、前日から日間賀島名産のフグ、タコ、伊

勢エビなど新鮮な海の幸とおいしいお酒をお腹いっぱいになるま

で楽しみ、三河湾の豊かさを実感して参りました。大会は、毎年

３月最終日曜日に開催されております。海の恵みも満喫できます

ので、皆さんも是非参加してみてはいかがでしょうか。

○衣浦港中央ふ頭東地区４号岸壁で耐震補強実施中
衣浦港中央ふ頭東地区４号岸壁は、衣浦港における最

大級の岸壁（水深１２ｍ）で、昭和５８年に供用されて

以来、同港の物流の中心施設として稼働してきました。

また、衣浦港東側における唯一の耐震岸壁（地震時に

おいても、速やかに使用が可能となるよう強化した岸

壁）であり、切迫している東海・東南海地震等の大規模

地震発生時においては、緊急物資等搬入の中核施設とな

ることが想定されます。しかしながら、当岸壁は鋼材を

メインの材料として作られているため、供用開始後２０

年以上経過し、海中部の腐食（さび）が進行しています。

鋼材のさびを防ぐ方法は各種存在しますが、今回は、水中部では直方体の金属アルミニウムを鋼材に

取り付ける電気防食工法（鉄よりもイオン化傾向が高いアルミニウムの方がさびるため、鋼材はさび

なくなる）、それ以外の部分は、鋼材に海水が当たらな

いように、鋼材にペトロラタム（石油ワックスの一種）

シートと、そのシートを保護するＦＲＰ（繊維強化プラ

スチック）をかぶせるペトロラタムライニング工法を採

用しております。

本岸壁は利用頻度が高いため、港の利用に支障が発生

しないよう、安全に工事を進めて参ります。
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○平成２０年度予算成立
３月２８日、平成２０年度予算が成立しました。

全国的に公共事業費が削減されている中で、当事務所が担当し

いる三河港神野地区多目的国際ターミナル事業、衣浦港武豊北ふ

頭多目的国際ターミナル事業、衣浦港中央ふ頭東岸壁改良事業の

必要性が認められ、３つの事業を併せて、１７億円（前年度比

３％増）が配分されました。その他には、三河湾への玄関口である中山水道航路の管理・保全事業、

中山水道航路整備時に発生した良質な砂を使い三河湾の環境改善を目的とした海域環境創造・自然再

生事業（シーブルー事業）、三河湾のさらなる環境改善を目指した実施設計調査費が配分されました。

本年度もよりよい港湾づくりを目指して事業を推進していきますので、ご理解ご支援よろしくお願

致します。

ふぐ、伊勢エビなど新鮮な海の幸

沢田壽一南知多町長

スタ～ト！

４月１２日、三河港の神野埠頭で、豊橋８号コンテナターミナルの

オープン式が開催されました。今年の２月には、２基目の新しいガン

トリークレーン（コンテナを積み卸しするための専用クレーン）が設

置され、４月からは三河港コンテナターミナル（株）が運営業務を開

始。これにより大幅にコンテナ貨物の取扱能力が強化されました。

三河港では、モーターショーを開催できるのではないかと思われる

ほど国産車、輸入車を至るところで見ることができ、自動車の取扱台

数が年間１００万台を超える世界で５つの港の１つという、自動車港湾としては世界に冠たる存在で

すが、定期コンテナ航路の初就航は平成１０年と、コンテナを取扱う港としては新興勢力です。

海外から輸入する場合、国内では陸送コストがかかるため、なるべく最終目的地の近くの港まで船

舶で輸送することが費用面からは有利とされています。また、貨物輸送における単位重量あたりのＣ

Ｏ２排出量については、船での輸送はトラックの約４分の１と、地球温暖化の観点からも優れていま

す。当事務所としても、三河港コンテナターミナル発展のため、全力で支援をして参ります。

今月に入り、当事務所も約３分の１のメンバーが入れ替わり、新しい体制となりました。引き続き、

ご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

２基目のガントリークレーン

港　名 事　業　費
三　河　港 11億円
衣　浦　港 6億円
中 山 水 道 航 路 1億円
海域環境創造・自然再生事業 0.3億円
実 施 設 計 調 査 0.95億円

合　計 19.25億円

中央ふ頭東地区
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○三河港防波堤（北）ケーソン据付
防波堤は、港内への波の侵入を防ぎ、海面を穏やかな状態に保つこと

で、船の揺れを抑え、港内の航行や、岸壁での荷役作業を安全にできる

ようにすることを目的としています。今回工事を行った三河港防波堤

（北）は、港の一番外側に位置し、三河港の安全を第一線で守ってくれ

ています。本年２月に三河港２基目のガントリークレーンが設置された

８号岸壁の整備を優先したことにより、本防波堤の整備は一時中断され

ていましたが、平成１９年度から工事を再開しました。

防波堤は、石で作ったマウンド（土台）の上に、ケーソンと呼ばれる

コンクリート製の大きな箱を置き（据付）、ケーソンの中に砂などを詰

めて安定させ、コンクリートで蓋をし、更にパラペットと呼ばれる波返しをつけて出来上がります。

本防波堤で使用したケーソンは、従来型と新型の２種類あり、１函当たりの形状は、従来型が長さ

９ｍ、幅４．５ｍ、高さ６．５ｍ、重量２３０トン、新型は長さ９ｍ、幅２．９ｍ、高さ８．５ｍ、

重量２９０トンで、春から秋にかけてケーソンヤード（製作場）で製作した７函を防波堤まで運搬し、

据付を行ないました。

据付作業は、起重機船という、重量物を吊上げる専用の船を使います。大きいものでは３千トン級

のケーソンを吊上げる船もありますが、今回の工事では比較的小さい５００トン級の船を使いました。

作業は最も海の荒れる２月に行われたため、据付に適した日が少なくて実施日を決めるのに苦労しま

したが、事故もなく無事に作業を終えることが出来ました。平成１９年度の工事で、防波堤の延長が

９０ｍ伸び、より安全で使いやすい三河港になりました。

今年度も引き続き工事を行う予定です。

○「Ｍーｗａｎカップ」開催
３月１５日、豊橋市臨海運動広場にて、Ｍーｗａｎカップを当事務所

主催により開催いたしました。Ｍ－ｗａｎカップとは管内の港湾関係の

事務所対抗の１１人制サッカー大会のことで、今年は３チームの総当た

り戦により、熱戦が繰り広げられました。

サッカー愛好家からボールを蹴るのは

学生の時以来といった方、サッカー日本

女子代表のなでしこジャパンを思わせるほど巧みな女性選手まで様々

な選手が参加した本大会では珍プレー、好プレーが続出しました。

フルサッカーは予想以上に運動量が多く、試合後半になると足がも

つれる選手もいましたが、最後まで懸命にボールを追いかけました。

当事務所は健闘むなしく３位と地の利を生かすことができませんでしたが、この悔しさをバネに来

年の大会に向けて練習に励みたいと思います。

☆最近のトピックス☆

○「コンプライアンス講習会」開催
３月６日、中部地方整備局総務部主催のコンプライアンス講習会が開

催され、吉井和弘総括調整官、田中亮人事課長補佐による約２時間の講

習が、当事務所職員を対象に行われました。

コンプライアンスとは直訳すると「法令遵守」という意味です。国土

交通省では、平成１３年の官製談合事件を契機に、公務員の非違行為を

防ぐために実施すべき対策を緊急にとりました。その一環として、職員

の意識改革のためのコンプライアンスの徹底が盛り込まれ、講習会を各事務所等で開催しています。

田中人事課長補佐からは、コンプライアンスとは法令遵守という意味だけでなく、組織に向けられ

た社会的要請に応えて、しなやかに鋭敏に反応し目的を実現していくことであるとの説明がありまし

た。また、吉井総括調整官からは、公務員の不祥事事例やその結果招いた結末が紹介されました。出

張者以外全職員が出席しましたが、改めて国家公務員としての心構えを再確認しました。私たち職員

は新たに身を引締めると共に、今まで以上にコンプライアンスを常に意識し、引き続き職務に邁進し

て参ります。

○ 関門航路事務所が中山水道航路を視察

２月２７日、２８日の２日間にわたり、九州地方整備局

関門航路事務所から２名の方が中山水道航路の視察に来所

されました。

中山水道航路は、全国に１６カ所ある開発保全航路の１

つです。開発保全航路とは、「港や川の区域以外で船舶の

交通を確保するための開発および保全に関する工事を必要

とする航路」のことで、その区域は政令で定められており、

関門航路も同じく指定されております。関門航路は、現在

も航路の浚渫工事が続いていますが、中山水道航路の工事

は平成１６年に終了し、以降

は航路の管理・保全を行っています。

今回は、管理用のカメラ等の機器類についての視察に加え、お互いの

管理方式についての意見交換を行いました。関門航路は中山水道航路と

比べ、航路の形はＳ字で潮流も速いという厳しい状況にあることから、

当事務所にとっては大変参考になる話を聞くことができました。

○「第１回三河港臨海部ＢＣＭ研究会」開催
３月６日、豊橋サイエンスコアにおいて、第１回三河港臨海部ＢＣＭ研究会が関係者出席のもとに

開催されました。ＢＣＭとは、Business Continuity Manegementの略で、

「事業継続マネジメント」を意味します。

阪神大震災や新潟中越地震以降、地震等の災害への対策意識が高まって

おりますが、特に東海地震、東南海・南海地震が懸念され、かつ自動車な

どのものづくり産業が集積する中部地方においては、災害時の産業活動の

速やかな復旧を目指すことは大変重要な課題です。防災は、民間と行政の

連携が重要であるため、研究会は産学官のメンバーで行いました。三河港を利用する企業の方からの

アンケート結果では、災害時においても、道路や岸壁が平時と同じように機能するようにしてほしい

といった要望があり、また出席された方からは、防災をテーマとした企業と行政の定期的な連絡会の

開催、防災訓練の共同実施についての意見も頂きました。産業防災については、今年度も引き続き取

り組んで参ります。
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